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類似度を考慮（モデル1） 共起性を考慮（モデル2）

データジャケット（Data Jacket）

Innovators Marketplace on Data Jackets (IMDJ)

アクション・プランニング（AP）

データジャケット（DJ）は人間が読むことを前提としたデータの概要情報。自然言語で記述され、構造化されている。データの中身ではな
く、概要情報（変数名、保存形式、収集方法など）を共有し、データの利用価値を検討可能にする。個人情報を含む共有不可能なデータで
も、DJにすることでセキュリティ上のリスクを低減させて情報が共有可能となる。

DJとして
記述

RDFとして
記述

研究テーマ

ビッグデータや AI の
ブームなどから、デー
タ利活用とデータに基
づく意思決定への期待
が高まっている一方、
分野を横断したデータ
利活用には様々な問題
が指摘されている。

IMDJで創出された「要求」及び「ソリューション」 データ利活用知識モデル

データ利活用方法検討ワークショップ
IMDJにて創出された多様な文脈とそ
の背景にある様々な人の観点から示さ
れたデータ利活用案である「ソリュー
ション」及び「要求」を構造化する。

過去に提起された要求に近い要求に対
して、ある文脈からどのようなソ
リューションが提案でき、その文脈で
はどのデータが利用可能かという情報
が参照でき、個人では気づき得なかっ
たデータの発見を促すことができる。
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学生及び社会人48人を対象としたIMDJワークショッ
プにDJストアを導入し、データ利活用方法を検討する
実験を実施。
データ利活用知識モデルによって構築したDJストアに
よって、問題解決においてユーザーの利用期待度の高
いDJは要求及びソリューションから発見されたDJで
あることが分かった。

DJストア（Data Jacket Store）データ利活用方法検討技術

Resource Finder VARIABLE QUEST

IMDJプロセスの成果例

データ利活用知識構造化と検索システム

文脈によって異なるス
テークホルダー表出化
と推薦システム

類似度・共起性を考慮 類似度のみを考慮

VL Similarity VL Similarity

ランプ種別 0.557182 漁協組合名 0.448093

定格寿命 0.557182 区別 0.448093

色温度 0.557182 読み 0.448093

照明種別 0.557182 港名 0.448093

ランプ等級 0.557182 漁協番号 0.448093

演色性 0.557182 種別 0.391250

柱種別 0.557182 緯度 0.357784

光束 0.532532 経度 0.355229

消費電力 0.505193 照明種別 0.327374

管理番号 0.465389 定格寿命 0.327374

データ概要の類似度と変
数ラベル共起性に着目し
た変数ラベル推定

モデル1：

データの概要情報の類似度の高いデータ同士は類似しており、似た
変数ラベルを有している。

東京都が設置した
街路灯の位置情報

（DJ1）

東京都における
年齢別の人口割合

（DJ2）

緯度

経度

光束

地域名

人数

性別

年齢

データの概要（OD） 変数ラベル（VL）

静岡県庁が提供する
街路灯に関する設置
データ（DJx）

similarity(DJx , DJ1)

similarity(DJx , DJ2)

変数ラベル未知のデータ
の概要

モデル2：

変数ラベルには同じデータに同時に登場する頻度が高いものが存
在する（共起性）。

緯度

経度住所 人口 年齢

日付 気温

天気市町村名

事故の件数 事故の種類

住所

人口年齢

日付

気温

天気

市町村名事故の件数

事故の種類
緯度

経度

身長体重性別

性別 身長体重

光束

街灯種
別

光束 街灯種別

【例】ODx:岡山県内に設置されている街路灯の情報

799件のDJ（総変数ラベル数：4160、総単語数：30767、変数ラベルの種類：3216、
単語の種類：1935）を訓練データとして、静岡県オープンデータポータルから取得した
50件のテストデータの変数ラベル推定を実施。
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住民 夜間に暗い地域に
住む住民

顧客
（サービスの対象）

反対者 協力者

地方自治体

街路灯情報を地図上にマッピングし、夜間に明る
いルートを提案するアプリケーションの開発

顧客
（サービスの対象）

協力者 協力者

政府職員

反対者

街路灯情報から夜間に暗い地域を明らかにし、新た
な街路灯の設置エリアを発見する

住民 夜間に暗い地域
に住む住民

地方自治体

ビジネス環境の複雑化に伴い、マネジメントする対象のステークホルダーの複雑性は増している。それ故、意思決定者は異なる価値観や関心
を持つ多様なステークホルダーとシナリオの関係を明確にする必要がある。

Resource FinderのWebアプリケーションのインタフェースステークホルダー未知のシナリオからステークホルダー候補と関係を取得

AIロードマップワークショップなどで利用

Resource Finderを導入したアクション・プランニングによって、

Hayashi, T., “Estimating Contextual Relationships of Stakeholders
in Scenarios Using DBpedia,” IEEE-ICDM Workshops 2015,
Designing Safe and Secure Life on the Market of Data -
Exchanging and Integrating Data via Insightful Communications-
(MoDAT), pp.698-705, 2015.

顧客の種類と販促アプローチに違いへの気付き促進
■レシピ推薦の有効性を店舗アンケートの取得
■顧客属性、商品DNAという仮説に到達し、分析が進行中
■プロフェッショナルのバイアスはデータの結果の後に解釈に利用

冷蔵輸送室システムの考案
■気象情報提供会社に関する情報を検索→災害の種類を選定
■道路管理会社に関する情報を検索→関連会社へのヒアリング
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IMDJで用いるシナリオマップ例

IMDJは、データの組み合わせからデータ
利活用方法を検討するワークショップ手
法である。参加者は、データ保有者、利
用（消費）者、提案者を兼任する。多様
な背景知識を持った様々なステークホル
ダーによるコミュニケーションにより、
データ保有者は自身の所持するデータの
利活用方法を知ることができる。DJの背
後にある実データの利用方法や潜在的な
価値が策定されることにより、データ保
有者、利用者をはじめとするプレイヤー
間でのデータの共有や売買についての交
渉が開始される。

シナリオとは、データなどから導かれた
客観的な情報を元に、将来起こり得るこ
とが予想される事象やそれに応じた行動
を系列化したものである。意思決定者は
このシナリオを読み解き、データ分析や
ビジネス創出のための判断を下す。
APは、IMDJで創出されたソリューション
から、実行における変数や要素の関連性、
リスクを洗い出すことで、意思決定を行
う際に生じる盲点を低減させ、論理的思
考から実現に足るシナリオを策定する
ワークショップ手法である。

APによる戦略的シナリオの例シナリオ生成プロセス分析


